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一般社団法人静岡県作業療法士会　　　平成26年度　学術部臨時研修会
テーマ「生活行為向上マネジメント」　　アンケート結果（中・西部地区）
日時：平成27年3月14日（土）　13：00～17：00　　　会場：菊川市立総合病院

３．病期区分

４．分野区分

１．経験年数

参加者：20名　　　　アンケート提出者：18名　　　　回収率：90％
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５．①今後、生活行為向上マネジメントを活用したいと思いますか？

はい 13

いいえ 0

どちらでもない 5

５．②その理由

６．今回の研修会の感想・ご意見

72% 

28% 

はい いいえ どちらでもない 

・とても勉強になりました。ありがとうございました。 

・今後、短時間でマネジメントシートを完成できるようになって、実際に多くのクライアントに活用していきた

いです。 

・今まで“生活行為向上マネジメント”という名前しか知らなかったが、この研修でとてもよく理解できました。 

・事例を基にした講義内容で分かりやすかったです。 

・マネジメントシート記入のグループワークでは、各々の生活行為向上に向けた意見が聞けて面白かった

です。 

・シート記入の時間が十分あったので、事例についてよく考えてまとめることができました。 

・生活行為向上マネジメントが使えるためには、作業分析や面接技術、予後予測、マネージメント能力、

リーダーシッ 

 プ等が必要だと感じました。 

・1～3年目のOTがマネジメントを使う時には先輩OTのサポートが必要だと思いました。 

・施設の経営側の考えと生活行為向上マネジメントの方向性が合う導入方法を知りたいと思いました。 

介護報酬改定での加算と減算の関係と踏まえたやり方を教えてほしいです。 

【はい】13 
・マネジメントを使うことでクライアントが良くなると思うから。  ・目標がはっきりするから。 

・マネジメントシートを使うことで、自分自身の頭の中が整理できるから。 

・クライエントが退院後、長期にわたって健康になるから。 

・クライアントを支える大きな力になれると感じたから。 

・他職種と情報を共有できそうだから。 

・ケアマネ、ケアワーカーなどとクライアントの目標・現状を共有しやすいから。 

・クライアントの目標を本人、家族、多職種と共有しやすいものだと感じたから。 

・OTとしての強みだから。  ・OTの役割をアピールできるから。 

・リハビリテーションの本意に沿っているから。 

・機能訓練に偏りがちな実践を見直すことができそうだから。 

・今後、生活行為向上リハビリテーション加算の算定を考えているから。 

・通所リハでの加算が始まるから。 
 

【どちらでもない】5 
・マネジメントシートの記入に時間と労力がかかるから。 

・実際の業務の中で対象者1人1人のマネジメントシート記入をするには 

   自分の能力が追いつかないから。 

・業務時間の集約があるから。 

・慣れていないため、時間がかかりそうだから。 
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